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定例会

平成１９年度一般会計予算含めた市長提出の６５議案を可決

市長の平成１９年度所信表明に対し、５会派が代表質問を行う

議員提出議案「介護保険条例等の一部を改正する条例」は賛成少数で否決

９名の議員が市政全般にわたり、一般質問を行う

市長から請願・陳情の処理経過及び結果についての報告あり

◆
会
議
の
経
過
◆

2
月
20
日

　
本
会
議
　
会
期
の
決
定
、陳
情
の
付
託

　
　
　
　
　
議
案
審
議
、予
算
提
案
説
明

2
月
23
日

　
本
会
議
　
代
表
質
問
、予
算
特
別
　
　

　
　
　
　
　
委
員
会
設
置
、議
案
付
託

2
月
26
日
〜
3
月
2
日

　
予
算
特
別
委
員
会

3
月
5
日

　
総
務
委
員
会

3
月
6
日

　
環
境
建
設
委
員
会

3
月
7
日

　
新
庁
舎
建
設･

現
庁
舎
敷
地
活
用

　
特
別
委
員
会

3
月
8
日

　
厚
生
産
業
委
員
会

3
月
9
日

　
文
教
委
員
会

3
月
12
日
〜
１３
日

　
本
会
議
　
一
般
質
問

3
月
15
日

　
議
会
運
営
委
員
会

3
月
16
日

　
本
会
議
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
委
員
会
審
査
意
見
報
告

国庫支出金
8,692,750千円
14.7%

都支出金
5,061,648千円

8.5%

使用料及び手数料
1,418,961千円

2.4%
その他 

4,947,400千円
8.4%

地方消費税交付金
2,194,000千円

3.7%

公債費 
5,307,214千円

8.9%
土木費 

5,848,491千円
9.9%

総務費 
7,381,538千円
12.5%

教育費 
7,853,315千円
13.3%

※歳出その他の内訳
消防費
商工費
議会費

2,267,319 千円  3.8%
1,127,962 千円  1.9％
453,487 千円  0.8％

農林費
労働費
予備費

105,732 千円  0.2％
72,648 千円  0.1％
20,000 千円  0.0％

★一般会計歳入歳出内訳  予算額  59,203,000千円

歳  入
歳  出

市税 
36,888,241千円

62.3%

民生費 
24,566,522千円

41.5%

※その他 
4,047,148千円

6.8%

衛生費 
4,198,772千円

7.1%

新たに会派が設立される新たに会派が設立される新たに会派が設立される新たに会派が設立される新たに会派が設立される
２月１６日に新たな会派（社会民主党・みどり立川・市民
の党）から設立届が提出されました。 
会派別の議員構成は下記のとおりです。

社会民主党・みど
り立川・市民の党

た ち か わ
自 民 党

日 本 共 産 党
立 川 市 議 会
議 員 団

市民フォーラム

公 明 党

（会長） （幹事長）

佐藤　寿宏　  若松　貞康　  牛嶋　　剛

米村　　弘　  清水　孝治　  須　　八朗

中山ひと美　  古屋　直彦

（幹事長） （副幹事長）

堀　　憲一　  伊藤　幸秀　  中島　光男

矢口　昭康　  岩元喜代子　  福島　正美

高口　靖彦

（団長） （幹事長）

浅川　修一　  堀江　重宏　  上條　彰一

早川　　輝　  永元須摩子

（代表）

矢島　重治　  大沢　　豊　  五十嵐けん

（会長） （会長代行） （幹事長）

太田　光久　  守重　夏樹　  田中　清勝

梅田　春生　  大石ふみお　  伊藤　大輔

稲橋ゆみ子

　段組を8～9段のものを7段組に、行数も52行から48行
に変更し、文字を大きくしました。
　今後も、より見やすい紙面づくりに取り組みます。

紙面の文字を大きくしました

のびのび育て
　　　たちかわの子どもたち柏保育園



　
　
財
政
破
綻
し
た
夕
張
市
の
状
況

を
見
て
、
行
政
の
責
任
、
議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
重
大
さ
、
市
民
の
意

識
改
革
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、
あ
く
ま
で

自
己
責
任
の
市
政
運
営
を
目
指
す
べ

き
で
す
が
、
将
来
債
務
を
削
減
す
る

取
り
組
み
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
今
後
も
新
た
な
市
債
の
発
行
を

抑
制
し
、
中
央
図
書
館
等
の
割
賦
金

の
借
り
換
え
や
、
縁
故
地
方
債
の
繰

上
償
還
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
そ
の
２
分
の
１
以
上
を
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
や
地
方
債
の
繰

上
償
還
に
充
て
る
こ
と
と
し
ま
す
。

2平成１９年（２００７年）４月２５日

　２月２０日の本会議では、市長から平成
１９年度の市政運営にあたっての所信表明
及び予算の概要について説明がありました。
　２月２３日には会派を代表した５人の議
員による代表質問が行われ、施策の問題
点や市長の考え方をただしました。

慎
重
な
財
政
運
営
が
必
要

た
ち
か
わ
自
民
党

佐
藤
　
寿
宏

将
来
債
務
を
削
減
す
る
取
り
組
み
は

　
　
好
調
な
市
税
収
入
に
支
え
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
使
用
料
等
の
見
直
し

を
行
わ
な
い
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

特
に
、
国
保
は
一
般
会
計
か
ら
繰
出

し
を
し
、
税
金
で
赤
字
補
て
ん
し
て

い
ま
す
。
運
営
協
議
会
に
は
諮
問
を

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣
市
が

既
に
実
施
し
て
い
る
ご
み
有
料
化
に

つ
い
て
は
ど
う
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

や
、
特
定
検
診
等
が
変
更
と
な
る
状

況
に
か
ん
が
み
、
運
営
協
議
会
へ
の

諮
問
を
見
送
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
改

め
て
、
保
険
料
と
繰
入
金
の
あ
り
方

を
諮
問
し
ま
す
。
家
庭
ご
み
の
有
料

化
は
、
ご
み
市
民
委
員
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
現
在
庁
内
検
討
委
員
会
で

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
等
の
見
直
し

　
　
団
塊
世
代
が
現
役
引
退
し
、
地

域
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
受
け

入
れ
基
盤
の
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
同
様
に

市
の
職
員
に
つ
い
て
も
、
管
理
職
が

大
量
に
退
職
す
る
場
合
の
人
材
育
成

の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
　
団
塊
世
代
に
は
今
秋
開
設
予
定

の
市
民
交
流
大
学
の
企
画
運
営
を
行

う
推
進
委
員
会
の
担
い
手
と
し
て
、

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
職
員
に

つ
い
て
は
、
策
定
し
た
「
人
材
育
成

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
様
々
な
観

点
か
ら
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
見
据
え
て

◇ 

２０
年
間
の
市
政
運
営

◇ 

市
税
増
収
分
の
使
い
道

◇ 

夕
張
市
か
ら
学
ぶ
こ
と

◇ 

職
員
体
制
の
適
正
化

◇ 

保
育
所
な
ど
の
民
間
委
託
化

◇ 

Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
効
果

◇ 

収
益
事
業
組
合
撤
退
の
影
響
　

◇ 

市
長
の
選
挙
公
約
実
行
率
は

そ
の
他
主
な
項
目

将来債務の削減が望まれる
（中央図書館）

　
　
経
常
収
支
比
率
に
見
る
人
件
費

の
割
合
を
平
成
１７
年
度
決
算
ベ
ー
ス

で
見
る
と
３２
・
３
％
で
、
多
摩
の
類

似
市
中
高
い
方
か
ら
４
番
目
、
最
も

低
い
市
と
は
１０
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
程
度
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
の
か
。
ま
た
、
経
営
改
革
プ

ラ
ン
の
柱
と
も
い
う
べ
き
職
員
定
数

適
正
化
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
人
件
費
を
含
む
経
常
収
支
比
率

は
、
多
摩
類
似
団
体
平
均
を
目
指
し

ま
す
。
職
員
適
正
化
に
向
け
、
施
策

全
般
に
亘
る
見
直
し
を
行
い
、
市
民

福
祉
増
進
へ
の
寄
与
が
低
い
と
考
え

ら
れ
る
事
業
は
縮
小
、
廃
止
す
る
ほ

か
、
民
間
活
力
も
活
用
し
た
い
。
新

た
な
行
政
需
要
が
発
生
し
た
場
合
の

人
的
措
置
を
考
慮
し
、
１，

１
５
０

人
体
制
の
達
成
に
努
め
ま
す
。

職
員
適
正
化
計
画
の
見
通
し
は

公
明
党

伊
藤
　
幸
秀

職
員
定
数
適
正
化
計
画

　
　
虚
弱
な
方
や
認
知
症
の
心
配
が

あ
る
方
以
外
の
高
齢
者
に
も
対
象
を

広
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。
ま
た
、
見

守
り
方
法
も
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
広
げ
る
べ
き
で
す
。

　
　
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

つ
い
て
は
、
民
生
委
員
等
と
も
連
携

を
し
て
、
対
象
と
な
る
高
齢
者
の
把

握
に
努
め
、
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
　
昨
年
来
、
い
じ
め
や
ゆ
と
り
教

育
な
ど
が
政
府
の
諮
問
機
関
、
教
育

再
生
会
議
な
ど
で
大
変
な
話
題
と
関

心
を
持
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、
社
会
の
た
め
の
教
育

か
ら
、
教
育
の
た
め
の
社
会
へ
の
転

換
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
社
会
総

が
か
り
の
教
育
を
す
る
べ
き
で
す
。

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
家
族

と
生
活
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の
社

会
性
は
育
ま
れ
ま
す
。
学
校
で
は
学

べ
な
い
こ
と
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
に
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

教
育
再
生
会
議
等
、
国
の
動
向
を
見

据
え
な
が
ら
、
適
切
に
立
川
の
教
育

を
進
め
ま
す
。

社
会
総
が
か
り
の
教
育

◇
電
子
社
会
・
電
子
行
政
の
取
組
み

◇
西
武
立
川
駅
周
辺
事
業
　

◇
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◇
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

◇
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

　
防
の
推
進

◇
市
民
交
流
大
学
の
目
指
す
も
の

◇
ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ
の
将
来
の
展
望

そ
の
他
主
な
項
目

地域で育てよう、立川の子どもたち

　
　
市
長
の
予
算
説
明
で
は
、
格
差

や
貧
困
に
つ
い
て
何
ら
述
べ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
市
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢

で
対
応
す
る
の
か
を
示
す
べ
き
で
す
。

経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
は
扶
助
費
の
抑

制
が
強
調
さ
れ
、
格
差
・
貧
困
の
問

題
を
打
開
す
る
こ
と
と
は
反
対
の
姿

勢
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
格
差
・
貧
困
の
言
葉
を
用
い
る

ま
で
も
な
く
、
行
政
の
姿
勢
は
示
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
大
が
避
け
ら
れ
な
い

中
で
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。

市
民
の
暮
ら
し
と
命
を
は
ぐ
く
み
、

福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
は
地
方
自
治

体
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

用
地
取
得
に
８
億
６
千
万
円
、緊
急
性
は
な
い

日
本
共
産
党
立
川
市
議
会
議
員
団

早
川
　
輝

格
差
社
会

　
　
法
の
施
行
に
よ
り
、
施
設
運
営

は
困
難
を
極
め
、
障
害
当
事
者
は
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
負
担
上
限
額
引
き

下
げ
な
ど
の
臨
時
的
な
対
策
で
は
根

本
的
な
解
決
に
は
な
ら
ず
、
応
益
負

担
の
撤
回
等
の
改
善
を
国
に
求
め
る

べ
き
で
す
。
ま
た
当
面
の
対
策
と
し

て
、
市
が
支
援
を
行
う
べ
き
で
す
。

　
　
国
の
対
策
は
、
利
用
者
負
担
の

さ
ら
な
る
軽
減
、
事
業
者
に
対
す
る

激
変
緩
和
、
新
法
へ
の
移
行
等
の
た

め
の
経
過
措
置
を
柱
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
市
で
特
別
に
支
援

を
行
う
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

障
害
者
自
立
支
援
法

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
用
地

に
つ
い
て
は
、
本
格
利
用
が
ま
だ
日

程
に
上
っ
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
計
画

策
定
に
向
け
て
の
事
前
調
査
や
職
員

の
学
習
会
を
行
う
現
段
階
で
、
一
般

財
源
を
８
億
６
千
万
円
も
投
入
し
て

取
得
す
る
緊
急
性
が
あ
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

　
　
こ
の
用
地
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
や
農
業
振
興
の
施

策
等
で
暫
定
活
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

公
社
保
有
の
ま
ま
で
は
、
本
格
利
用

に
向
け
て
の
検
討
に
一
定
の
制
約
が

生
じ
る
こ
と
や
、
公
社
の
健
全
化
に

つ
い
て
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
取
得
を
行
う
も
の
で
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
用
地
取
得

◇
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
問
題
点

◇
介
護
保
険
の
改
善

◇
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実

◇
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
の
進
め

　
方
　

◇
基
金
積
立
の
目
標
の
妥
当
性

◇
立
川
駅
北
口
西
地
区
市
街
地
再
開

　
発
事
業
と
財
政
問
題

そ
の
他
主
な
項
目

取得予定の事業用地で
行われた直売会
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看
護
学
校
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
を
と
の
趣
旨
の
請
願
が
議
会
で

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
や
国
の
補

助
金
活
用
や
近
隣
市
と
の
共
同
運
営
、

医
師
会
で
の
運
営
等
、
様
々
な
角
度

か
ら
再
度
検
討
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
深
刻
な
看
護
師
不
足
解
消
の

た
め
に
も
存
続
を
望
み
ま
す
。

　
　
看
護
師
の
養
成
は
、
基
本
的
に

は
国
民
の
医
療
を
守
り
発
展
さ
せ
る

立
場
か
ら
、
国
や
都
道
府
県
が
広
域

的
・
専
門
的
に
行
う
べ
き
事
業
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
に
か
わ
っ

て
運
営
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
財

政
問
題
以
外
の
協
力
は
惜
し
ま
な
い

つ
も
り
で
す
。

教
育
改
革
、立
川
の
子
は
立
川
で

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

太
田
　
光
久

看
護
専
門
学
校
存
続
、
再
検
討
を

　
　
市
庁
舎
が
果
た
す
べ
き
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
は
分
庁
化
し
な
い
こ

と
で
す
。
い
く
つ
か
の
部
署
が
分
か

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
を
招
か
ぬ

よ
う
、
必
要
な
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
、
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
最
大
の

課
題
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
す
。

　
　
事
務
室
、
会
議
室
と
い
っ
た
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
現
庁
舎
よ
り
概

ね
２
割
程
度
増
や
す
こ
と
で
設
計
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
保
有
文
書
の
削
減

や
、
将
来
の
業
務
の
変
化
に
も
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
計
画
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
問
題

　
　
今
回
の
教
育
基
本
法
の
改
正
は
、

教
育
に
対
す
る
国
家
統
制
を
強
め
、

教
育
の
中
央
集
権
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
立
川
の
子
は
立
川
で
育
て
る
と

い
う
教
育
理
念
に
基
づ
き
教
育
改
革

を
進
め
る
べ
き
で
す
。
１９
年
度
は
何

を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
目
標

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
教
育
改
革
の
基
本
は
、
子
ど
も

達
が
真
の
学
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

学
校
運
営
改
革
と
教
員
の
意
識
改
革

を
図
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
地
域

と
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
目
を
教

育
の
中
に
取
り
入
れ
る
ほ
か
、
様
々

な
教
育
テ
ー
マ
の
研
究
を
通
し
、
教

員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
教
育
改
革
、
目
指
す
も
の
は

◇
市
長
の
政
治
姿
勢

◇
行
政
の
議
決
案
件
の
拡
大

◇
駅
ナ
カ
課
税
対
象
　

◇
福
祉
の
充
実

◇
子
育
て
支
援
の
特
徴

◇
高
齢
者
保
養
施
設
利
用
料
助
成
・

　
メ
ー
デ
ー
補
助
金
の
見
直
し

◇
競
輪
事
業
の
現
状

そ
の
他
主
な
項
目

新庁舎では、より効果的な
市民サービスを

　
　
予
算
説
明
で
は
、
市
民
生
活
の

状
況
の
認
識
が
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
格
差
拡
大
や
窮
乏
化
が

叫
ば
れ
て
い
る
情
勢
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
予
算
編
成
で
は
、

事
業
の
羅
列
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

生
活
の
実
態
を
き
ち
っ
と
把
握
し
た

認
識
を
示
す
べ
き
で
す
。

　
　
格
差
の
固
定
化
を
招
か
な
い
よ

う
、
機
会
の
平
等
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

１９
年
度
予
算
で
は
、
生
活
支
援
事
業
、

雇
用
促
進
を
は
じ
め
高
齢
者
の
生
活

支
援
や
医
療
費
助
成
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

資
金
の
貸
し
付
け
等
、
で
き
る
限
り

の
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
の
実
態
、認
識
し
て
い
る
の
か

社
会
民
主
党･

み
ど
り
立
川
・
市
民
の
党

矢
島
　
重
治

市
民
生
活
状
況
の
市
長
見
解

　
　
応
益
負
担
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

障
害
当
事
者
に
自
己
負
担
増
と
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
一
番
近
い
市
が
、
市
民
一
人

一
人
の
生
活
を
保
障
す
る
意
味
で
、

助
成
制
度
を
充
実
、
拡
充
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
補
装
具
の

市
費
助
成
は
、
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
　
介
護
給
付
に
つ
い
て
は
障
害
程

度
区
分
の
認
定
を
行
い
、
支
給
基
準

に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
者
負
担
は
、

軽
減
策
に
よ
り
上
限
額
が
１
／
４
に

軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
補
装
具
費
等
の

１０
％
の
利
用
者
負
担
を
所
得
に
応
じ

独
自
に
３
％
に
軽
減
し
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法

　
　
特
に
小
学
校
で
は
、
先
生
が
ク

ラ
ス
を
維
持
し
て
い
く
の
が
困
難
な

実
態
が
見
受
け
ら
れ
、
特
別
な
支
援

が
必
要
に
思
わ
れ
ま
す
。
各
教
室
に

専
門
的
知
識
を
も
っ
た
指
導
員
を
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
ク
ラ

ス
に
お
け
る
教
育
も
大
き
く
前
進
す

る
と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
常
設
指
導
員
の
配
置
は
財
政
的

に
困
難
な
状
況
で
、
現
在
は
ク
ラ
ス

維
持
が
困
難
な
ク
ラ
ス
に
特
別
指
導

員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
１９
年
度
は
、

特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い

う
位
置
づ
け
で
、
巡
回
指
導
員
を
各

学
校
の
教
員
の
相
談
、
子
ど
も
た
ち

の
指
導
に
当
た
ら
せ
る
計
画
で
す
。

特
別
支
援
教
育

◇
市
民
税
増
収
分
内
訳

◇
新
庁
舎
建
設
財
源
の
内
訳

◇
児
童
生
徒
一
人
当
た
り
の
教
育
費

◇
放
置
自
転
車
対
策
と
駐
輪
場
設
置

　
の
問
題

◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
用
地
取

　
得
後
の
使
用
方
法

◇
公
民
館
活
動
事
業
の
職
員
体
制

そ
の
他
主
な
項
目

若者に雇用の機会を（職業体験）

全ての市民がいきいきと活動し、輝き、そして住みなれた地域で
安全で安心して暮らし、住むことに愛着と誇りをもてるような
まちづくりを目指し、取り組んできました。今後も基本テーマ
である「市民力と連携のまちづくり」を推進し、市民と協働して、
多種多様で新たな行政課題に、立ち向かっていきます。

　基本方針
「市民力と連携のまちづくり」をメインテーマに、様々な分野
において市民の市政への参画に取り組む。

　リーディングプロジェクト
１　市民参画と協働のまちづくり
　○協働の地域づくり：「まちづくり政策協働研究事業」に取
　　　り組み中長期的、戦略的な政策提言をまとめる
　○行政システムの再構築：「経営改革プラン」の着実な取組み。
　　　透明性・競争性の高い入札契約制度の推進
　○ＩＴ化の推進：財務会計システム・文書管理システムを稼
　　　動させ、事務の効率化に取り組む
　○新庁舎の建設：市民が継続的に参加できる仕組みづくり

２　多様な交流による魅力的なまちづくり
　○市民・事業者との連携によるごみ減量とリサイクルの推進：
　　　さらなる推進を図るため、検討を進める

　○環境美化の推進：路上喫煙等の取り組みについて、施策の
　　　具体化を図る。放置自転車クリーンキャンペーンの展開 
　○省エネルギーなどによる環境負荷の軽減：地域省エネルギ
　　　ービジョンの活用。市民・事業者への普及・啓発
　○文化芸術のまちづくりの推進：立川駅周辺アート化
　○総合的な交通対策の推進：立３・２・１６号線の整備
　○災害に強いまちづくり：建物の耐震化、防災リーダーの養
　　　成、市民・地域・事業者との連携・協働の仕組みづくり
　○安全・安心の地域づくり：不信者、防犯情報をメール配信
　○にぎわいのあるまちづくり：観光振興プラン推進事業
　○都市農業の振興：第２次農業振興計画に基づき推進

３　だれもがいきいきと活躍できるまちづくり
　○地域福祉システム構築とバリアフリー化の推進：「地域福
　　　祉コーディネーター」をモデル地域に配置
　○介護予防のための健康づくり：地域包括支援センターなど
　　　を中心に地域全体で支え合う仕組みを構築
　○障害者の地域生活支援：障害福祉計画に基づき、障害者サ
　　　ービス、相談支援及び地域生活支援体制の整備
　○子どもの成長と子育てを地域で支える仕組みづくり：「放
　　　課後子ども教室事業」の実施
　○市民主体の生涯学習推進基盤の整備：「たちかわ市民交流
　　　大学」の開校。生涯学習基本条例（仮称）の制定に向け　
　　準備
　○児童青少年の活動支援：地域居場所づくり事業の継続実施 
　○学校教育サポートセンター事業：学校教育サポートセンタ
　　　ーの充実
　○男女共同参画の推進：条例の制定に向けた検討

（要旨）市長所信表明平成
１９年度




